
1998年出上の木簡

福
岡
・
元
岡
遺
跡
群

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
市
西
区
大
字
元
岡
字
池
ノ
浦

２
　
調
査
期
間
　
　
第
七
次
調
査
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
五
月
―

一
九
九
九

年
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
岡
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
士
昂
田
秀
敏

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
製
鉄
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
エハ
世
紀
後
半
―

一
一
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
福
岡
市
の
西
端
、
Ｊ
Ｒ
筑
紫
線
周
船
寺
駅
の
北
西
三

。
四
ｋｍ
に
位
置

し
、
玄
界
灘
に
突
出
す
る
糸
島

半
島
東
側
基
部
に
あ
る
。　
一
帯

は
標
高

一
Ｏ
Ｏ

ｍ
以
下
の
丘
陵

地
帯
で
あ
る
。
丘
陵
は
花
商
岩

基
盤
で
あ
り
、
小
河
川
に
よ
り

樹
枝
状
に
浸
食
さ
れ
て
い
る
。

用

逹退
跡
は
こ
う
し
た
樹
枝
状
に
枝

一副

分
か
れ
し
た
谷
の
最
奥
部
で
発

見
さ
れ
た
。

こ
の
谷
は
ほ
ぼ
北
方
に
開
回
す
る
、
幅
六
〇
ｍ
奥
行
約
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
ほ
ど
の
規

模
の
も
の
で
あ
り
、
遺
跡
の
範
囲
は
谷
の
開
口
部
か
ら
奥
へ
一
五
〇
ｍ
ま
で
で

あ
る
。
標
高
は
約
二
〇
―
四
〇
ｍ
で
あ
る
。

中
世
に
貿
易
港
と
し
て
栄
え
た
今
津
湾
は
、
現
在
で
は
こ
の
遺
跡
か
ら
北
東

約
二
ｈ
の
距
離
で
あ
る
が
、
湾
が
干
拓
さ
れ
る
近
世
以
前
に
は
、
海
岸
線
は
よ

り
近
い
距
離
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
本
遺
跡
か
ら
今
津
湾
や
沖
積

地
を
直
接
見
通
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

本
遺
跡
は
九
州
大
学
統
合
移
転
地
の
事
前
の
試
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た
。
試

掘
調
査
に
よ
り
、
谷
部
か
ら
古
代
の
焼
土
面
と
鉄
津
、
土
器
片
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。

な
お
元
岡
遺
跡
群
の
調
査
は
、
九
州
大
学
統
合
移
転
地
の
先
行
取
得
と
造
成

を
行
な
う
福
岡
市
土
地
公
社
が
、
福
岡
市
教
育
委
員
会
に
委
託
し
た
も
の
で
あ

り
、
緊
急
発
掘
調
査
と
し
て

一
九
九
六
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

第
七
次
調
査
の
発
掘
面
積
は
約
七
五
〇
〇
ポ
で
あ
る
。
古
墳
時
代
後
期
の
集

落
、
飛
鳥
時
代
―
平
安
時
代
中
頃
の
建
物
群
、
製
鉄
関
連
遺
構
、
貯
水
遺
構
、

道
路
状
遺
構
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

今
回
紹
介
す
る
三
点
の
木
簡
は
、
谷
奥
部
に
掘
ら
れ
た
貯
水
遺
構
か
ら
出
土

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
貯
水
遺
構
は
検
出
面
で
幅
約

一
〇
ｍ
、
長
さ
約
五

〇
ｍ
深
さ
約
二
ｍ
を
測
る
。
上
層
か
ら
は
人
世
紀
―

一
一
世
紀
の
遺
物
が
出
土

し
、
中
層
か
ら
は
主
に
入
世
紀
の
遺
物
、
下
層
か
ら
は
古
墳
時
代
か
ら
八
世
紀

前
半
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
三
点
の
木
簡
は
出
土
地
点
は
違
う
が
、
出
土
層
位



は
い
ず
れ
も
下
層
で
あ
り
、
八
世
紀
前
半
以
前
の
遺
物
と
考
え
ら
れ
た
。
貯
水

遺
構
の
西
側
斜
面
に
は
数
段
の
造
成
面
が
あ
り
、
多
数
の
柱
穴
が
検
出
さ
れ
、

二
間
×
二
間
の
総
柱
建
物
三
棟
以
上
を
含
む
二
〇
棟
の
建
物
が
検
出
さ
れ
た
。

貯
水
遺
構
か
ら
は
木
簡
の
ほ
か
に
、
底
部
に
墨
書
の
あ
る
土
師
器
皿

一
点

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

　

□
彊
気
口
回

い
は
左
半
分
を
欠
損
し
て
い
る
が
、
原
形
を
復
原
で
き
る
。
樹
種
は
槍
と
み

ら
れ
る
。
文
字
列
は
大
き
く

一
行
あ
り
、
下
部
は
墨
痕
が
薄
く
な
り
判
読
で
き

な
い
が
、
二
字
ほ
ど
が
推
定
で
き
る
。
「壬
辰
年
」
は
出
土
層
位
や
、
千
支
年

が
冒
頭
に
く
る
書
式
な
ど
か
ら
、
持
統
六
年

全
ハ
九
一
し
と
考
え
て
い
る
。

②
は
直
接
に
は
接
続
し
な
い
二
片
か
ら
な
り
、
本
来
は
長
さ
六
〇
伽
前
後
の

長
大
な
木
簡
で
あ
る
。
樹
種
は
杉
と
み
ら
れ
る
。
二
つ
の
断
片
は
少
し
離
れ
た

位
置
か
ら
出
土
し
た
が
、
上
に
続
く
断
片
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
上
の
断
片

は
木
質
の
腐
蝕
が
進
み
、
下
の
断
片
は
比
較
的
保
存
が
よ
い
。
表
に

一
行
、
裏

に
二
行
あ
る
が
、
下
の
断
片
以
外
は
墨
痕
が
薄
い
。
文
字
の
判
別
も
赤
外
線
写

(2)(1)

「
＜
壬
辰
年
韓
鐵
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗚岸粟

ｅ
Ｗ
い
昌

〔符
白
ヵ
〕
　

　

〔
五
ヵ
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
砺
〕

。
□
□
□
□
里
長
□
□
戸
口
日
日
日
日
日
日
Ｈ

日
日
日
日
日
日
日
回
…
…
□
者
大
□
神
廿
□
物
」

〔
婢
馬
己

　

　

　

　

〔
瓦
ヵ
〕

。
□
□
□
政
丁
□
回
ア
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

一
口
□
□
国
□
□
□
…
…
□
田
　
余
戸
人
在

回
□
□
嶋
里
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（判
読
不
能
）
や
底
部
に

「郭
」

ど
、
ま
た
木
製
品
と
し
て
皿

・

切
り
臼

・
棒

・
斎
串

。
横
櫛

・

と
箆
書
さ
れ
た
須
恵
器
杯

一
点
、
硯
三
点
な

槽

・
曲
物

・
箸
状
木
製
品

・
弓
状
木
製
品

・
火

鳥
形

・
建
築
部
材
な
ど
が
出
土
し
た
。

（卜
∞
μ
＋
Φ
『
）
×
∞］
×
卜
　
ｏ
μΦ

（工
じ
×
］
∞
×
∞
　
ｏ∞
Ｐ

真
を
利
用
し
な
け
れ
ば
困
難
で
あ
る
。
た
だ
し

「里
長
」
は
比
較
的
明
瞭
に
読

む
こ
と
が
で
き
る
。

①
は
上
下
両
端
が
欠
損
し
て
い
る
。
樹
種
は
不
明
で
あ
る
。　
一
行
の
文
字
列

が
認
め
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（吉
留
秀
敏
）




